
生
駒
市
指
定
文
化
財

第
4
集生

駒
市
教
育
委
員
会

「伊勢参宮宮川の渡し」
歌川広重　安政２年(1855)

36.5㎝×74.0㎝(神宮徴古館農業館蔵)

「文政十三年庚寅春御影参道の粧」
玉柳亭重春　文政１３年(18３０)

３７.５㎝×１５２.８㎝(豊橋市美術博物館蔵)



文政13年おかげ参り柄杓
令和8年1月２３日指定

柄杓内面 柄を差し通した外面の穴 底部外面の墨書

曲げ物の柄杓「雙筆五十三次  袋井」
三代目歌川豊国（人物）・歌川広重（風景）
安政２年（1855）　原画は37.0㎝×25.0㎝
　※部分引用(袋井市歴史文化館蔵)

竹製の柄杓か
「伊勢参宮宮川の渡し」
　※部分引用(神宮徴古館農業館蔵)

施行所のようす「御陰参宮文政神異記」
箕輪在六　天保３年(1832)　見開き半頁は22.8㎝×15.6㎝
　※周囲余白を切り落とし(三重県総合博物館蔵)

柄杓外面の墨書（展開写真）

　

お
か
げ
参
り
と
は
、
江
戸
時
代
に
起
っ

た
伊
勢
神
宮
へ
の
集
団
参
詣
の
こ
と
で
、

全
国
各
地
か
ら
多
く
の
人
々
が
伊
勢
神
宮

を
目
指
し
ま
し
た
。
お
か
げ
参
り
は
、
お

よ
そ
60
年
周
期
で
発
生
し
、
慶
安
３
年

（
一
六
五
〇
）、
宝
永
２
年
（
一
七
〇
五
）、

明
和
８
年
（
一
七
七
一
）、
文
政
13
年

（
一
八
三
〇
）
な
ど
が
著
名
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
街
道
が
整
備
さ
れ
、
往

来
手
形
の
発
行
も
容
易
に
な
っ
た
た
め
、

神
社
仏
閣
等
を
巡
る
旅
も
さ
か
ん
に
な
り

ま
し
た
。
特
に
お
か
げ
参
り
に
つ
い
て
は
、

通
常
戸
主
が
代
表
と
な
っ
て
参
詣
す
る
伊

勢
講
と
は
異
な
り
、
貧
富
の
差
、
大
人
・

子
供
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
あ
こ
が
れ
の

聖
地
を
参
詣
で
き
る
千
載
一
遇
の
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

参
宮
道
沿
い
の
町
や
村
で
は
、
参
宮
者

に
対
し
て
宿
・
食
事
・
風
呂
な
ど
を
提
供

す
る
施せ
ぎ
ょ
う行
と
呼
ば
れ
る
接
待
が
行
わ
れ
、

参
宮
者
は
柄
杓
を
差
し
出
す
と
、
無
償

で
宿
や
食
事
な
ど
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
柄
杓
は
安
心
・
安
全

に
道
中
を
進
む
た
め
の
重
要
な
旅
道
具
で

あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

文
政
13
年
の
お
か
げ
参
り
は
、
３
月
の

下
旬
に
阿
波
国
か
ら
発
生
し
、
約
半
年
余

り
に
わ
た
っ
て
続
き
ま
し
た
。
そ
の
間
の

※画像の縮尺は約2/3



参
宮
者
は
4
0
0
万
人
を
超
え
る
も
の
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
か
げ
参
り
の
柄
杓
は
、「
御お

陰か
げ

参ま
い
り宮

文ぶ
ん

政せ
い

神し
ん

異い

記き

」
に
よ
る
と
、
一
般
的
に
は

参
宮
者
が
外
宮
に
た
ど
り
着
く
と
、
持
参

し
た
柄
杓
を
そ
の
場
に
置
い
て
帰
る
の
が

習
わ
し
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
の
で
、

お
か
げ
参
り
の
柄
杓
が
伝
承
・
現
存
す
る

こ
と
自
体
が
珍
し
い
こ
と
で
す
。

　

本
品
は
、
文
政
13
年
の
お
か
げ
参
り
の

際
に
俵
口
村
在
住
で
あ
っ
た
文
七
さ
ん
が

携
行
し
た
柄
杓
で
す
。
筒
状
の
竹
一
節
分

を
利
用
し
、
上
下
逆
転
さ
せ
て
制
作
し
た

も
の
で
、
茶
道
の
点
前
道
具
に
酷
似
し
た

仕
上
が
り
で
す
。
柄
は
欠
損
し
て
い
ま
す
。

　

や
や
胴
張
り
の
器
は
、
上
端
部
の
直
径

が
約
6.2
㎝
、
底
部
の
直
径
が
約
5.2
㎝
、
高

さ
が
5.5
～
5.8
㎝
で
す
。
器
の
外
面
は
竹
の

表
皮
を
削
り
磨
き
、
口
縁
端
部
の
内
外
面

や
外
面
底
部
寄
り
を
丁
寧
に
削
り
込
ん
で

丸
み
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。
底
部
は
内
外

面
と
も
無
調
整
で
節
の
形
状
を
そ
の
ま
ま

活
か
し
、
外
面
は
中
心
部
寄
り
が
突
出
し

て
い
ま
す
。
刺
し
通
し
の
柄
の
痕
跡
は
、

外
面
の
穴
と
内
面
の
内
刳
り
が
一
連
で

残
っ
て
い
ま
す
。
器
の
容
量
は
約
１
０
０

㎖
で
す
。

　

現
代
の
柄
杓
職
人
さ
ん
の
見
立
て
で

は
、
外
形
が
や
や
不
整
形
で
重
量
バ
ラ
ン

ス
も
均
等
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
日
常
雑

器
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
み
る
の
が
妥

当
の
よ
う
で
す
。

　

外
面
の
墨
書
は
、
縦
書
き
の
「
大
神

宮
」
を
中
心
に
、
向
か
っ
て
左
側
に
は
円

周
に
平
行
し
た
縦
書
き
で
「
和
州
俵
口
村

文
七
」「
文
政
十
三
年
寅
之
□
」、
向
か
っ

て
右
側
に
は
「
お
か
げ
参
り
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
底
部
に
は
３
行
縦
書

き
で
「
う
る
（
閏
）
三
月
二
日
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
録
か
ら
文
七
さ
ん

も
い
ち
早
く
参
宮
し
た
こ
と
が
推
測
で
き

ま
す
。

　

文
七
さ
ん
は
記
録
に
よ
る
と
、
当
時
庄

屋
を
務
め
て
い
た
人
物
の
家
族
で
し
た

が
、
跡
を
継
ぐ
立
場
に
は
な
か
っ
た
よ
う

で
す
の
で
、
こ
の
文
政
の
お
か
げ
参
り
が
、

自
身
の
夢
を
か
な
え
る
絶
好
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
柄
杓
は
、
当
時

全
国
各
地
で
大
流
行
し
た
お
か
げ
参
り
の

様
子
を
よ
り
具
体
的
に
物
語
る
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
日
常
的
に
使
用
さ
れ
る
器
や

道
具
類
が
良
好
な
状
態
で
約
2
0
0
年

間
伝
え
残
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
る

と
、
市
指
定
文
化
財
に
ふ
さ
わ
し
い
貴
重

な
歴
史
資
料
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

柄杓全景
柄を装着した復元長は41.0cm前後と推定

種　　　別　有形文化財（歴史資料）
名称・員数　文政13年おかげ参り柄杓・１点
所　在　地　生駒市東新町８番38号
所　有　者　生駒市
管　理　者　生駒ふるさとミュージアム
時　　　代　江戸時代（後期）文政13年（1830）

外宮北御門杓積たる図
　「御陰参宮文政神異記」
　※見開き左半頁及び周囲余白を切り落とし

� (三重県総合博物館蔵)



旗本堀田家銀札版木
令和8年1月２３日指定

　

銀
札
と
は
、
江
戸
時
代
の
通
貨
で
あ
る

金
貨
・
銀
貨
・
銭
貨
に
代
わ
る
も
の
で
、

幕
府
の
許
可
を
得
て
、
限
定
さ
れ
た
地

域
内
で
流
通
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
紙
幣

の
こ
と
で
す
。
銀
札
は
西
国
を
中
心
に
発

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
札
は
、
和
紙
に
墨
書
や
押
印
で
額

面
や
発
行
元
を
記
し
、
検
印
し
た
も
の
が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。
諸
藩
が
発
行
し
た
藩

札
、
地
域
の
有
力
商
人
が
発
行
し
た
私
札

な
ど
に
加
え
、
将
軍
直
属
の
家
臣
で
あ
る

旗
本
が
発
行
し
た
旗
本
札
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

本
品
は
、
禄
高
の
高
い
大た
い

身し
ん

の
旗
本
で

あ
っ
た
堀
田
家
（
四
二
〇
〇
石
）
が
慶
応

元
年
（
一
八
六
五
）
に
発
行
し
た
銀
札
の

原
版
と
な
る
版
木
で
す
。

　

堀
田
家
は
、
慶
長
６
年
（
一
六
〇
一
）

に
知
行
地
（
幕
府
か
ら
与
え
ら
れ
る
土
地
）

と
し
て
、
大
和
国
の
高
山
村
の
東
方
と
鹿

畑
村
を
所
領
す
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
維

新
期
ま
で
支
配
し
ま
し
た
。

　

本
銀
札
の
発
行
元
は
、
当
時
高
山
村
の

庄
屋
兼
高
山
・
鹿
畑
両
村
の
取
締
役
を
務

め
て
い
た
中
谷
吉
兵
衛
さ
ん
で
、
久
保
の

切
池
に
居
を
構
え
て
い
た
豪
農
で
し
た
。

銀五匁版木（表）　　  同左（裏）

銀五分版木（表）　　  同左（裏）

銀壱匁版木（表）　　  同左（裏）

銀三分版木（表）　　  同左（裏）

銀壱匁版木（表）　　  同左（裏）

銀貮分版木（表）　　  同左（裏）

※画像の縮尺は約2/5

※画像の縮尺は約2/5 概略寸法：縦14.3㎝、横3.8㎝、高5.0㎝

概略寸法：縦13.8㎝、横2.7㎝、高5.0㎝



銀五匁版木（裏）下部の篆書「義顯」

同上 押印部の拡大
※デジタル処理で押印

された文字を強調

銀五匁版木（裏）下部の 宝尽くし紋

銀壱匁版木（裏）裏面の柾目痕

銀五匁版木 木箱蓋 銀五匁版木 木箱身裏面

銀五匁版木（表）側面の丸彫り調整

　

吉
兵
衛
さ
ん
は
、
醤
油
醸
造
な
ど
を

行
っ
て
蓄
財
し
、
そ
れ
ら
の
資
金
力
を
も

と
に
薩
摩
藩
と
の
物
産
交
易
も
展
開
し
て

い
ま
し
た
。

　

銀
札
版
木
は
、
銀
五
匁
、
銀
壹
匁
（
２

組
）、
銀
五
分
、
銀
三
分
、
銀
貮
分
の
計

５
種
類
（
６
組
）
が
残
存
し
、
い
ず
れ
も

大
坂
の
御
用
銀
札
彫
刻
師
で
あ
っ
た
藤

樹
西
海
堂
に
制
作
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で

す
。
銀
五
分
版
を
除
く
版
木
に
は
木
箱
も

付
属
し
て
い
ま
す
。

　

版
木
の
材
質
は
ヒ
ノ
キ
で
、
上
・
中
・

下
の
３
部
品
が
貫
木
で
連
結
・
固
定
さ
れ

て
一
つ
の
版
木
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

額
面
を
記
す
表
の
図
像
と
文
字
は
、
匁

版
・
分
版
と
も
に
、
上
部
は
上
方
に
大
黒

天
、
そ
の
下
に
焔ほ
む
ら宝
珠
紋
を
描
い
て
い
ま

す
。
中
部
は
中
央
に
額
面
、
そ
の
両
側
に

右
か
ら
「
慶
応
元
丑
秊
」「
智
行
所
嘉
限
」

と
発
行
年
と
、
こ
の
旗
本
札
が
有
効
な
地

域
を
記
し
て
い
ま
す
。
上
部
下
方
の
宝
珠

の
数
と
中
部
額
面
の
数
字
は
一
致
し
て
い

ま
す
。
下
部
は
上
側
に
「
堀
田
方
」、
そ

の
下
に
は
毘
沙
門
亀
甲
紋
地
の
中
央
に
本

来
の
通
貨
で
あ
る
銀
貨
を
預
か
っ
た
際
に

発
行
す
る
預
札
を
意
味
す
る
「
預
」
と
記

宝
鍵
　
　
　
隠
れ
笠
　
　
　
丁
子
　
　
　
　
　
根
引
き
松
　
　
　
分
銅

蓮
華
唐
草
　
　
七
宝
　
　
　
　
打
出
の
小
槌
と
珊
瑚
　
　
隠
れ
蓑



し
て
い
ま
す
。
文
字
や
図
像
の
表
現
は
大

変
繊
細
で
精
緻
な
仕
上
が
り
で
す
。

　

裏
も
匁
版
・
分
版
と
も
に
、
上
部
は

「
和
州 

高
山
」、
中
部
は
雷
紋
地
の
中
央

に
「
此
切
手
を
以
引
替
相
渡
可
申
候
」（
こ

の
銀
札
と
引
替
で
額
面
の
銀
貨
を
渡
す
こ

と
が
で
き
ま
す
）
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

下
部
は
中
央
上
側
に
「
中
谷
吉
兵
衛
」、

そ
の
下
に
中
国
の
古
い
書
体
で
あ
る
篆
書

で
「
義
顯
」
と
記
し
、
そ
の
両
側
に
は
宝

尽
く
し
紋
を
中
心
と
し
た
、
お
め
で
た
い

図
柄
を
ち
り
ば
め
て
い
ま
す
。
匁
版
と
分

版
で
は
多
少
図
柄
が
異
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
旗
本
札
と
し
て
一
枚
紙
に
刷
り

上
げ
た
も
の
に
は
、
表
面
の
中
部
中
央
に

「
榮
續
」
の
朱
印
、
裏
面
の
上
部
中
央
に

「
引
替
所
」
の
朱
印
が
捺
印
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
（『
大
和
紙
幣
圖
史
』
参
照
）。

　

次
に
収
納
箱
で
す
が
、
匁
版
・
分
版
と

も
に
、
箱
蓋
に
彫
刻
師
の
屋
号
と
押
印
、

在
中
す
る
版
木
の
内
容
と
数
量
を
記
し
、

箱
裏
に
は
、
制
作
さ
れ
た
日
付
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
箱
蓋
の
押
印
に
は
「
大
坂
ざ

こ
ば
す
じ　

御
銀
札
印
判
師　

納
屋
町　

西
海
堂
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
江
戸
時
代
に
発
行
さ
れ
た
藩

札
・
旗
本
札
等
の
紙
幣
は
、
明
治
新
政
府

の
通
貨
・
銀
行
制
度
の
整
備
の
中
で
整

理
・
処
分
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
加
え
て
、

明
治
２
年
（
一
八
六
九
）
12
月
に
は
藩
札

等
の
増
製
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
版
木
の

現
存
事
例
も
少
な
い
も
の
と
推
察
で
き
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
例
は
多
種
に
わ
た

る
額
面
の
版
木
が
残
っ
て
お
り
、
現
代
ま

で
に
及
ぶ
通
貨
制
度
を
検
討
す
る
う
え
で

貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
り
、
指
定
文
化
財

と
し
て
将
来
に
わ
た
り
伝
え
残
し
て
い
く

も
の
と
し
て
も
大
変
重
要
で
す
。

銀貮分版木（裏）下部の篆書「義顯」

同上 押印部の拡大
※デジタル処理で押印

された文字を強調

銀五分版木（裏）下部の 宝尽くし紋

銀貮分版木 木箱蓋 銀貮分版木 木箱身裏面

銀三分版木（表）版面端縁の変形

七
宝
と
宝
珠
　
　
　
　  

隠
れ
笠
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
鍵
　
　
　
　
　
　
　 

宝
袋

珊
瑚
と
丁
子
と
分
銅
　
　
　
　
宝
珠
　
　
　
　
　
　
打
出
の
小
槌
　
　
　
　
　
　
　
隠
れ
蓑



種　　　別　有形文化財（歴史資料）
名称・員数　旗本堀田家銀札版木・ ６ 組
所　在　地　生駒市東新町８番 38 号
所　有　者　生駒市
時　　　代　江戸時代（幕末期）慶応元年（1865）
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「伊勢参宮宮川の渡し」
歌川広重　安政２年(1855)

36.5㎝×74.0㎝(神宮徴古館農業館蔵)

「文政十三年庚寅春御影参道の粧」
玉柳亭重春　文政１３年(18３０)

３７.５㎝×１５２.８㎝(豊橋市美術博物館蔵)

生駒市指定文化財（第４集）
令和８年１月23日

　発行　生駒市教育委員会
　　　　奈良県生駒市東新町８番38号
　写真撮影協力
　　　　独立行政法人国立文化財機構
　　　　奈良文化財研究所
　印刷　株式会社　昭文社
　　　　奈良市柏木町176-1

種類 指定・登録・
選定区分 大別 種別 名称 指定年月日 員数 所有者

（管理者・管理団体）所在地 時代

有
形
文
化
財

国宝 建造物 建造物 長弓寺本堂 昭和28年11月14日 1棟 長弓寺 上　町 弘安  2年　鎌倉
工芸品 工芸品 金銅能作生塔 昭和30年  2月  2日 1基 長福寺   東　博 　　　　   鎌倉

重
要
文
化
財

建造物 建造物

長福寺本堂 明治32年  4月  5日 1棟 長福寺   俵口町 　　　　   鎌倉後期
宝幢寺本堂 明治37年  2月18日 1棟 宝幢寺    小平尾町 　　　　   室町前期
円福寺本堂 大正11年  4月13日 1棟 円福寺    有里町 応安  4年　室町
円福寺宝篋印塔 昭和30年  2月  2日 2基 円福寺    有里町 永仁元年　鎌倉
宝篋印塔 昭和32年  2月19日 1基 有里外9カ大字 有里町 正元元年　鎌倉
宝山寺獅子閣 昭和36年  3月23日 1棟 宝山寺   門前町 明治15年　明治
円証寺五輪塔 昭和36年  3月23日 1基 円証寺    上　町 天文19年　室町
円証寺本堂 昭和46年  6月22日 1棟 円証寺    上　町 天文21年　室町
高山八幡宮本殿 昭和53年  5月31日 1棟 高山八幡宮 高山町 元亀  3年　室町　　　　

美
術
工
芸
品

絵画
絹本著色弥勒菩薩像 明治32年  8月  1日 1幅 宝山寺 東　博 　　　　　 鎌倉
絹本著色愛染明王像 明治42年  4月  5日 1幅 宝山寺 奈良博 　　　　　 鎌倉
絹本著色春日曼荼羅図 明治42年  4月  5日 1幅 宝山寺 奈良博 　　　　　 南北朝

彫刻

木造文殊菩薩騎獅像・普賢菩薩騎象像 明治39年  9月  6日 2躯 円証寺 上　町 　　　　　 平安
厨子入木造五大明王像 大正元年  9月  3日 5躯 宝山寺 門前町 元禄14年　江戸
木造十一面観音立像 昭和11年  9月18日 1躯 長弓寺 上　町 　　　　　 平安
木造不動明王及脇侍像・銅造倶利迦羅竜剣 平成28年  8月17日 5躯1基 宝山寺 門前町 　　　　　 江戸

書跡 能本世阿弥筆                    昭和47年  5月30日 5巻 宝山寺   門前町 　　　　　 室町
考古資料 大和竹林寺忍性墓出土品          昭和62年  6月  6日 1括 竹林寺 唐招提寺 嘉元元年　鎌倉
工芸 黒漆厨子                         昭和11年  9月18日 1基 長弓寺 上　町 　　　　　 鎌倉

記念物 国指定史跡 史跡 墳墓 行基墓                          大正10年  3月  3日 － 竹林寺   有里町

有形文化財 国登録有形文化財 建造物 建造物 旧生駒町役場庁舎 平成22年  4月28日 1棟 生駒市 山崎町 昭和  8年　昭和
冨田家住宅主屋ほか8棟 平成28年11月29日 9棟 冨田家 高山町 明治23年　明治

文化財の
保存技術 選定保存技術 有形 団体 屋根瓦葺（本瓦葺） 平成19年  9月  6日 1団体

一般社団法人
日本伝統瓦技術保存会
（事務局：山本瓦工業株式会社）

谷田町

有
形
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美
術
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絵画
絹本著色生駒曼荼羅 平成  3年  3月  8日 1幅 往馬大社 奈良博 康正  2年　室町
紙本墨画十巻抄 平成  6年  3月25日 10巻 宝山寺 門前町 嘉禄  2年　鎌倉
絹本著色楊柳観音像 平成30年  2月  2日 1幅 長弓寺円生院 奈良博 　　　　　 南宋～元

彫刻

木造地蔵菩薩立像 康俊、康成作 昭和44年  3月28日 1躯 長弓寺宝光院   上　町 正和  4年　鎌倉
木造僧形八幡神坐像・木造女神坐像 平成13年  3月30日 2躯 法楽寺 高山町 　　　　　 平安
木造釈迦如来坐像 平成20年  3月28日 1躯 円証寺 上　町 　　　　　 鎌倉
木造四天王立像 令和  6年  3月22日 4躯 法楽寺 高山町 　　　　　 平安

書跡 観世世阿弥能楽伝書 昭和29年  3月  8日 8点 宝山寺 門前町 　　　　　 室町
金春禅竹能楽伝書 昭和29年  4月  8日 5点 宝山寺 門前町 　　　　　 室町

歴史資料 金春家武芸関係資料 平成18年  3月31日 13巻 宝山寺 門前町 　　　　　 桃山～江戸
工芸 木造黒漆塗彩絵厨子 昭和62年  3月10日 1基 長福寺   奈良博 正和  2年　鎌倉

民俗文化財 県指定民俗文化財 有形民俗文化財 民俗芸能に用いら
れる衣服・器具 乙田浄瑠璃・芝居資料 平成19年  3月30日 214点 萩の台文化財保存会 萩の台

無形民俗文化財 祭礼 生駒（往馬坐伊古麻都比古神社）の火祭り 平成23年  3月30日 － 往馬大社火祭り保存会 壱分町

記念物 県指定史跡 史跡 墳墓 美努岡萬墓 昭和60年  3月15日 － 生駒市 青山台 　　　　　 奈良
県指定天然記念物 天然記念物 植物 往馬大社の社そう                平成10年  3月20日 － 往馬大社   壱分町
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古文書
傘形連判状 平成21年  1月23日 7点 生駒市教育委員会 東新町 慶応  4年　江戸末期

公慶上人関係史料 平成21年  1月23日 6点 法楽寺 高山町 貞享  2年～　　　　　　
元禄16年　江戸前期

歴史資料 文政13年おかげ参り柄杓 令和  8年  1月23日 1点 生駒市 東新町 文政13年　江戸後期
旗本堀田家銀札版木 令和  8年  1月23日 6組 生駒市 東新町 慶応元年　江戸末期（幕末）

彫刻 伊行氏関連石造遺物群 平成27年  3月23日 1括 石仏寺 藤尾町 　　　　　 鎌倉
無量寺 壱分町 　　　　　 鎌倉

民俗文化財 市指定民俗文化財 無形民俗文化財 祭礼 高山八幡宮宮座行事 平成14年  9月27日 － 高山八幡宮宮座 高山町

生駒市内指定文化財一覧表� 令和８年１月23日現在


